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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第121期

第１四半期
連結累計期間

第122期
第１四半期
連結累計期間

第121期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (百万円) 6,679 6,988 27,875

経常利益 (百万円) 1,295 1,178 5,224

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 871 739 3,610

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 844 722 3,248

純資産額 (百万円) 22,853 25,650 25,104

総資産額 (百万円) 30,351 33,286 34,186

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 39.63 33.66 164.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 75.3 77.1 73.4
 

 

(注) 1.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

3.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
（１）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が持続し、景気は緩やかな

回復基調で推移しました。

 　一方、世界経済は、米中貿易摩擦や中国経済の成長鈍化、長期化する英国のEU離脱問題など依然として不透明な

状況が続きました。

このような状況のなか、当社グループは、お客様のニーズをとらえた新製品の開発及び国内外への積極的な営業

展開、品質第一とした構造改革の推進と一層の生産効率化等に鋭意取り組んでまいりました。そして、中国子会社

につきましては輸出の拡大、高付加価値品や不定形耐火物の拡販などの体質改善に取り組んでまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は69億88百万円と前年同四半期に比べ３億９百万円の増収とな

り、営業利益は11億20百万円と前年同四半期に比べ１億34百万円減少し、経常利益は11億78百万円と前年同四半期

に比べ１億16百万円の減少となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、７億39百万円と前年同四半期に比べ１億31百万円の減少と

なりました。

 

セグメントごとの経営成績を示すと、次のとおりであります。

（耐火物等）

耐火物等事業につきましては、ガラス関係の需要が旺盛だったこと等により、当第１四半期連結累計期間の売上

高は59億63百万円となり、前年同四半期に比べ２億26百万円の増収、セグメント利益は原料価格の高騰を背景とし

た原価上昇等により、13億６百万円となり、前年同四半期に比べ１億46百万円の減少となりました。

 
（エンジニアリング）

エンジニアリング事業につきましては、環境装置関係向けの案件の受注が増加したこと等により、当第１四半期

連結累計期間の売上高は10億25百万円となり、前年同四半期に比べ82百万円の増収、セグメント利益は１億51百万

円となり、前年同四半期に比べ０百万円の減少となりました。
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（２）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間の財政状態につきましては、前期末から引き続き、中国の環境規制による耐火物原料

の供給不安に対応したのに加え、法人税の支払いを行ったこと等により、資産合計、負債合計は減少し、純資産合

計は増加しました。

それぞれの状況は次の通りであります。

当第１四半期連結会計期間の資産合計は、332億86百万円であり、前連結会計年度に比べ９億円減少しました。こ

れは主として、現金及び預金の減少３億42百万円、電子記録債権の減少１億86百万円等によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間の負債合計は、76億35百万円であり、前連結会計年度に比べ14億46百万円減少しまし

た。これは主として、未払法人税等の減少７億73百万円、買掛金の減少２億51百万円等によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間の純資産合計は、256億50百万円であり、前連結会計年度に比べ５億46百万円増加しま

した。これは主として、利益剰余金の増加５億63百万円等によるものであります。　

　この結果、当第１四半期連結会計期間の自己資本比率は77.1％となり、財政状態は概ね良好であると判断してお

ります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は27百万円であります。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

今後の経済見通しにつきましては、米国経済は中国との通商問題による影響が不透明であり、中国経済は成長

ペースが鈍化しました。欧州の景気は減速傾向にあり、また、イラン等中東の地政学的リスクなど景気を下振れさ

せる懸念材料も多く存在しており、依然として先行き不透明感が続くものと思われます。

 一方、日本経済は、底堅さはあるものの、消費税率の引き上げや世界経済の減速による影響が懸念されます。

　耐火物業界におきましては、中国の環境対策を起点とする原料調達不安が継続しており、厳しい経営環境になる

ことが予想されます。

このような状況に対応するために当社グループは、原材料購入先の新規発掘、商品力向上、新製品開発の促進、

不定形比率の向上、生産の構造改革に伴う積極的な投資などを進めて、景気に左右されない強靭な会社体質を構築

してまいります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,587,421 25,587,421
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 25,587,421 25,587,421 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
　

(百万円)

資本金残高
　

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年４月１日～
2019年６月30日

─ 25,587 ─ 2,654 ─ 1,710
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 ― ―

3,609,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

219,692 ―
21,969,200

単元未満株式
 

普通株式 8,621
 

― ―

発行済株式総数 25,587,421 ― ―

総株主の議決権 ― 219,692 ―
 

(注) 1.　「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

2.　「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権の数30個)含まれてお

ります。

3.　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式78株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヨータイ

大阪府貝塚市二色中町
８番１

3,609,600 ― 3,609,600 14.10

計 ― 3,609,600 ― 3,609,600 14.10
 

 

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社　ヨータイ(E01147)

四半期報告書

 7/16



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,411,347 4,068,863

  受取手形及び売掛金 ※1  11,436,698 ※1  11,324,783

  電子記録債権 ※1  1,436,661 ※1  1,249,886

  製品 3,839,350 3,874,588

  仕掛品 587,761 544,709

  原材料及び貯蔵品 4,735,414 4,774,405

  その他 189,497 153,816

  貸倒引当金 △2,582 △3,916

  流動資産合計 26,634,149 25,987,136

 固定資産   

  有形固定資産 5,183,931 5,134,204

  無形固定資産 32,458 31,868

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,079,407 1,932,856

   その他 292,390 236,862

   貸倒引当金 △35,886 △36,773

   投資その他の資産合計 2,335,912 2,132,945

  固定資産合計 7,552,301 7,299,017

 資産合計 34,186,451 33,286,154
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,568,759 2,317,154

  電子記録債務 1,767,262 1,663,708

  未払法人税等 1,074,760 300,884

  賞与引当金 － 133,220

  役員賞与引当金 27,470 6,585

  その他 2,203,717 1,769,432

  流動負債合計 7,641,970 6,190,984

 固定負債   

  退職給付に係る負債 1,369,380 1,379,754

  その他 70,633 64,688

  固定負債合計 1,440,014 1,444,443

 負債合計 9,081,984 7,635,427

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,654,519 2,654,519

  資本剰余金 1,750,465 1,750,465

  利益剰余金 20,617,739 21,181,580

  自己株式 △693,341 △693,341

  株主資本合計 24,329,383 24,893,224

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 669,004 622,785

  繰延ヘッジ損益 9,589 △2,728

  為替換算調整勘定 179,937 216,253

  退職給付に係る調整累計額 △83,449 △78,808

  その他の包括利益累計額合計 775,082 757,501

 純資産合計 25,104,466 25,650,726

負債純資産合計 34,186,451 33,286,154
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 6,679,625 6,988,877

売上原価 4,862,719 5,326,886

売上総利益 1,816,906 1,661,991

販売費及び一般管理費 562,002 541,575

営業利益 1,254,903 1,120,415

営業外収益   

 受取利息 1,680 3,709

 受取配当金 33,444 33,760

 為替差益 － 13,193

 不動産賃貸料 4,498 4,302

 その他 7,560 4,919

 営業外収益合計 47,183 59,885

営業外費用   

 支払利息 174 233

 為替差損 6,084 －

 その他 714 1,070

 営業外費用合計 6,973 1,303

経常利益 1,295,113 1,178,997

特別利益   

 固定資産売却益 9 －

 特別利益合計 9 －

特別損失   

 固定資産除却損 1,770 －

 投資有価証券評価損 － 66,220

 特別損失合計 1,770 66,220

税金等調整前四半期純利益 1,293,353 1,112,776

法人税、住民税及び事業税 348,844 280,196

法人税等調整額 73,444 92,917

法人税等合計 422,288 373,113

四半期純利益 871,064 739,663

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 871,064 739,663
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 871,064 739,663

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △15,885 △46,219

 繰延ヘッジ損益 6,587 △12,317

 為替換算調整勘定 △22,932 36,316

 退職給付に係る調整額 5,634 4,640

 その他の包括利益合計 △26,594 △17,580

四半期包括利益 844,470 722,082

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 844,470 722,082

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

受取手形 55,088千円 59,851千円

電子記録債権  32,149 〃 34,450 〃
 

 

 (四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 147,438千円 190,816千円
 

 

 (株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

1. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2018年５月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 153,845 7.0 2018年３月31日 2018年６月28日
 

 

2. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

　　 該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

1. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年５月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 175,821 8.0 2019年３月31日 2019年６月27日
 

 

2. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

　　 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

耐火物等 エンジニアリング 合計

売上高    

  外部顧客への売上高 5,736,784 942,840 6,679,625

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 5,736,784 942,840 6,679,625

セグメント利益 1,453,579 152,566 1,606,145
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額

　及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,606,145

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △351,241

四半期連結損益計算書の営業利益 1,254,903
 

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

耐火物等 エンジニアリング 合計

売上高    

  外部顧客への売上高 5,963,160 1,025,716 6,988,877

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 5,963,160 1,025,716 6,988,877

セグメント利益 1,306,726 151,851 1,458,578
 

 

EDINET提出書類

株式会社　ヨータイ(E01147)

四半期報告書

13/16



 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額

　及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,458,578

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △338,163

四半期連結損益計算書の営業利益 1,120,415
 

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 39円63銭 33円66銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 871,064 739,663

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

871,064 739,663

普通株式の期中平均株式数(株) 21,977,964 21,977,743
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

2019年５月14日開催の取締役会において、2019年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額　　　　　　　　　　　175,821千円

② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　 8.00円

③ 配当の効力発生日              2019年６月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2019年８月７日

株式会社ヨータイ

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 川　合　弘　泰 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙　見　勝　文 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨータ

イの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年６月

30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨータイ及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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